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　筆者は、19 世紀ヨーロッパ国際関係の重要な要素である東方問題 1 を、バルカン諸民族の





　1875 年のヘルツェゴヴィナ反乱に端を発するバルカンの危機は、翌 76 年 4 月のブルガリア
四月蜂起、6 月末のセルビア、モンテネグロとオスマン帝国との戦争へと発展した。ヨーロッ
パ列強は対応に乗り出すが、調停案は次々と失敗し、最終的には 1877 年 4 月、ロシアが単独


















　ロシアは、ピョートル 1 世（在位 1682−1725）の時代に黒海、バルカン半島へ向かう南下




が必須であった。一方オスマン帝国と隣接するオーストリアは、1529 年と 1683 年の 2 回にわ
たって北上してきたオスマン軍によりウィーンを包囲され、その後 18 世紀を通じてロシアと
協力してオスマン帝国と対抗する勢力であった。
　ロシアとオスマン帝国の最初の戦争（第 1 次露土戦争）は 1768 年に始まった。この戦争に
勝利したロシアは、1774 年のクチュク・カイナルジャ条約によりオスマン帝国内のキリスト
教徒に対する正式な保護権を獲得し、バルカンへの影響力を強めることになったのである。
エカチェリーナ 2 世とオーストリア皇帝ヨーゼフ 2 世（在位 1765−1790）は、プロイセンと

















緊張が高まると、ロシア皇帝ニコライ 1 世（在位 1825−1855）は、両公国占領についてオー
ストリアの了解を得ることに必死になり、見返りにエカチェリーナ 2 世とヨーゼフ 2 世の間
で検討されたバルカン半島における勢力圏の分割を提案した。しかしオーストリア皇帝フラ
ンツ・ヨーゼフ（在位 1848−1916）はこの提案に対し、オスマン帝国に公然と敵対すべきで














































ドイツとの友好関係に好意的にならざるを得なかった。1871 年 6 月、オーストリアは将軍ガ
ブレンツをベルリンに派遣し、ドイツとの親密な関係の構築を試みたのである。ビスマルク
は、オーストリアの領土に対するいかなる目論見もないこと、両国の将来的な協定にはロシ







関係を重視しながら、オーストリアとの関係強化も望んでいた。こうして 1872 年 9 月、オー
ストリア皇帝フランツ・ヨーゼフのベルリン訪問が実現した。
　一方、ドイツとオーストリアの接近に困惑したロシアのツァーリは、訪問への合流を求め、





















成功しなかった。1873 年 5 月、ビスマルクと陸軍元帥モルトケを伴い皇帝ウィルヘルムがペ





　同年 6 月、ロシア皇帝アレクサンドル 2 世はウィーンを訪れ、オーストリア皇帝フランツ・
ヨーゼフにこの協約への署名を求めた。しかしフランツ・ヨーゼフとアンドラーシは、協約
の形式が憲法上正式な手続きと一致しないと拒否。これを受けてゴルチャコフとアンドラー










































































て平等に構成されるとした 11。アンドラーシ・ノートは列強諸国に受け入れられ、翌 1876 年













　こうした状況の下で、1 月 2 日、ビスマルクはベルリンのイギリス大使ラッセルに接近し、









　ボスニアとヘルツェゴヴィナの蜂起は続いており、さらに激しくなっていた。1876 年 3 月














































い間に、セルビアとモンテネグロは共同歩調で戦争へと動いた。6 月 22 日、ミランはオスマ
ン政府が平穏を再建するためにボスニアへの軍隊の派遣を支持する見返りに、ボスニアの行
























































待されていたアブデュル・ハミド 2 世がスルタンの座に就いていた。10 月 10 日、オスマン政
府は最終的に 5 カ月〜 6 か月の休戦を受け入れたのであった。しかし軍事行動は継続してお
り、10 月末、セルビアは大打撃を受けた。このことはロシア国内の汎スラヴ主義者が煽る憤






























































ギリスに接近したのであった。ゴルチャコフは 1 月 31 日付の回状を列国に回し、列強の要求
をオスマン政府が拒否したことはヨーロッパに対する侮辱と表し、新たな提案を求めたので
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